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映
画
探
索 

『
汚 け

が

れ
た
心
』C

O
R
A
Ç
Õ
E
S
 
S
U
J
O
S
 

安
井
廣
之 

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長 

監
督 

ヴ
ィ
セ
ン
テ･

ア
モ
リ
ン 

 

ブ
ラ
ジ
ル 

２
０
１
１
年 

 

 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
、
広
島
と
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
、
日
本
は
連
合
国
に
無
条
件
降
伏
し
た
。
焦
土
と
化
し
、
占
領
さ
れ

た
国
土
で
、
人
々
は
打
ち
ひ
し
が
れ
て
、
行
き
交
う
米
軍
の
ジ
ー
プ
や

サ
イ
ド
カ
ー
付
き
の
大
き
な
オ
ー
ト
バ
イ
を
眺
め
て
い
た
。 

 

そ
ん
な
と
き
、
あ
ろ
う
こ
と
か
、
日
本
の
戦
勝
祝
賀
会
を
開
い
て
喜

ん
で
い
る
人
た
ち
が
い
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
日
系
人
た
ち
で
あ
る
。

彼
ら
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
「
臣
道
連
盟
」
と
い
う
極
右
の
国
粋
主
義
組
織

を
つ
く
り
、
九
割
の
日
本
人
移
民
の
支
持
を
得
て
、
日
本
が
負
け
た
こ

と
を
口
に
す
る
日
本
人
を
襲
撃
し
て
回
っ
た
。
負
け
を
言
う
人
た
ち
は

「
汚
れ
た
心
」
の
持
ち
主
で
あ
り
、「
国
賊
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

信
じ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
事
実
で
あ
る
。 

臣
道
連
盟
に
よ
る
テ
ロ
は
、
一
九
四
六
年
か
ら
四
七
年
に
か
け
て
お

こ
な
わ
れ
、
二
三
人
の
死
者
と
一
四
七
人
の
負
傷
者
を
出
し
た
。 

 

こ
の
こ
と
は
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
社
会
で
タ
ブ
ー
と
し
て
封
印
さ
れ
、

長
い
間
表
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

二
〇
〇
〇
年
に
い
た
り
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
議
会
議
員
を
経
験
し
た
こ

と
も
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド･

モ
ラ
イ
ス
が
、
丹
念

な
取
材
と
膨
大
な
資
料
を
も
と
に
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
「
汚
れ
た
心

―
臣
道
連
盟
の
物
語
」
を
出
版
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
人
社
会
の
闇
の
部

分
を
明
ら
か
に
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
邦
訳
は
な
い
。 

 

こ
れ
を
も
と
に
、
一
九
六
六
年
生
ま
れ
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
監
督
ヴ
ィ
セ

ン
テ･

ア
モ
リ
ン
が
つ
く
っ
た
の
が
、
こ
の
映
画
で
あ
る
。 

 

原
作
も
映
画
も
日
本
人
に
好
意
的
で
、
温
か
い
ま
な
ざ
し
が
感
じ
ら

れ
る
。 

 

映
画
の
あ
ら
す
じ 

 

舞
台
は
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
ブ
ラ
ジ
ル
。
日
独
伊
枢
軸
国
側
の

日
本
は
、
英
米
仏
等
の
連
合
国
側
に
つ
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
と
国
交
を
断
絶

し
て
い
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
敵
国
で
あ
る
日
本
か
ら
の
情
報
は
す
べ

て
遮
断
さ
れ
、
日
系
移
民
は
母
国
の
敗
戦
を
知
ら
な
か
っ
た
。 

 

皇
国
臣
民
と
し
て
の
教
育
を
受
け
て
移
民
し
た
人
た
ち
は
、
神
国
日

本
が
負
け
る
は
ず
が
な
い
と
固
く
信
じ
て
い
た
。
加
え
て
、
彼
ら
の
多

く
は
主
と
し
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
奥
地
の
開
拓
民
で
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
世
界
情
勢
も
ブ
ラ
ジ
ル
の
政
治
情
勢

も
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
も
知
り
よ
う
が
な
か
っ
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た
。 

 

一
九
四
五
年
、
日
本
は
敗
戦
を
迎
え
る
。
日
系
移
民
で
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
を
解
す
る
少
数
の
人
た
ち
や
短
波
受
信
機
を
持
っ
て
い
た
人
た

ち
は
そ
の
事
実
を
知
り
、
受
け
入
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
多
数
の

日
本
人
移
民
に
と
っ
て
敗
戦
は
あ
り
え
ず
、
い
か
な
る
証
拠
を
突
き
付

け
ら
れ
て
も
、
日
本
が
負
け
た
と
は
認
め
な
か
っ
た
。 

勝
っ
た
と
信
ず
る
人
た
ち
（
勝
ち
組
）
は
組
織
を
作
り
、
負
け
を
認

め
た
人
た
ち
（
負
け
組
）
を
「
汚
れ
た
心
」
を
持
つ
国
賊
と
決
め
つ
け

て
、
主
要
な
人
物
を
次
々
と
殺
害
す
る
。
日
系
人
の
日
系
人
に
対
す
る

連
続
テ
ロ
で
あ
る
。 

 

「
勝
ち
組
」
を
指
揮
し
て
い
る
の
は
陸
軍
大
佐
渡
辺
登
（
奥
田
瑛
二
）

で
あ
る
。
彼
は
「
負
け
組
」
の
誰
そ
れ
を
殺
せ
と
指
示
を
出
し
、
そ
う

す
る
こ
と
が
正
義
だ
と
信
じ
る
同
調
者
た
ち
が
殺
人
を
実
行
す
る
。
渡

辺
大
佐
は
日
本
の
勝
利
を
偽
装
し
、
迎
え
の
船
が
来
る
と
い
う
デ
マ
を

流
し
て
帰
国
を
願
う
人
た
ち
か
ら
金
を
巻
き
上
げ
、
ま
た
米
国
の
グ
ラ

ビ
ア
雑
誌
に
載
っ
た
日
本
敗
戦
の
写
真
に
、
日
本
が
勝
利
し
た
か
の
よ

う
な
説
明
文
を
付
け
て
配
布
す
る
手
は
ず
を
整
え
る
。
映
画
で
は
、
渡

辺
大
佐
の
後
ろ
に
さ
ら
に
大
き
な
存
在
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
暗
示

さ
れ
る
。 

 

写
真
館
の
あ
る
じ
高
橋
（
伊
原
剛
志
）
は
渡
辺
大
佐
の
指
示
を
受
け
、

「
負
け
組
」
の
林
と
佐
々
木
を
日
本
刀
で
切
り
殺
す
。
こ
れ
を
機
に
高

橋
の
妻
み
ゆ
き
（
常
盤
貴
子
）
は
彼
の
も
と
を
去
る
。
そ
の
後
彼
は
大

佐
の
行
動
に
疑
問
を
抱
く
に
い
た
り
、
そ
の
欺
瞞
を
暴
く
。
大
佐
は
刺

客
を
差
し
向
け
る
が
、
高
橋
は
逆
に
こ
れ
を
倒
す
。
そ
の
足
で
大
佐
の

家
に
行
っ
た
高
橋
は
彼
に
自
決
を
迫
り
、
拒
絶
さ
れ
て
彼
を
切
り
殺
し
、

自
首
す
る
。 

 

時
が
流
れ
、
高
橋
の
殺
し
た
佐
々
木
の
娘
あ
け
み
が
写
真
館
を
訪
れ

る
。
あ
る
じ
が
老
い
た
高
橋
と
知
っ
た
あ
け
み
は
、
写
真
を
撮
ら
せ
ず

に
、
み
ゆ
き
が
再
婚
し
た
と
告
げ
て
去
る
。 

 

移
民
の
背
景 

日
本
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
は
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
始
ま
る
。

七
八
一
人
が
笠
戸
丸
で
兵
庫
県
の
神
戸
港
か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
サ
ン

ト
ス
港
に
向
か
っ
た
の
が
第
一
回
目
で
あ
る
。 

ブ
ラ
ジ
ル
は
奴
隷
制
度
を
廃
止
し
て
以
来
、
コ
ー
ヒ
ー
農
園
の
労
働

力
不
足
に
悩
み
、
世
界
各
国
か
ら
移
民
を
募
っ
て
い
た
。
一
方
日
本
は

日
露
戦
争
で
勝
利
し
た
も
の
の
賠
償
金
を
取
れ
ず
、
景
気
が
低
迷
し
て

い
た
。
特
に
農
村
の
疲
弊
が
は
な
は
だ
し
く
、
政
府
は
農
家
の
二
男
三

男
を
ハ
ワ
イ
や
南
米
に
送
り
込
ん
だ
。
日
本
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民

は
一
九
七
〇
年
代
ま
で
続
き
、
総
計
一
三
万
人
に
の
ぼ
っ
た
と
い
わ
れ
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て
い
る
。
こ
の
映
画
の
時
代
背
景
と
な
っ
た
一
九
四
六
年
か
ら
四
七
年

こ
ろ
に
は
、
家
族
を
合
わ
せ
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
移
民
は
約
三
〇
万
人

に
の
ぼ
っ
た
。 

神
戸
市
の
元
町
駅
東
口
か
ら
徒
歩
で
一
五
分
く
ら
い
坂
道
を
登
る

と
、
旧
国
立
移
民
収
容
所
が
あ
る
。
現
在
は
「
海
外
移
住
と
文
化
の
交

流
セ
ン
タ
ー
」
と
名
を
変
え
、
博
物
館
に
な
っ
て
い
る
。
二
階
に
は
当

時
の
移
民
た
ち
が
出
航
前
に
宿
泊
し
た
部
屋
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
映
画
好
き
は
読
書
好
き
と
思
わ
れ
る
の
で
付
け
加
え
て
お
く

と
、
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
に
石
川
達
三
が
「
蒼
氓
（
そ
う
ぼ
う
）」

を
発
表
し
た
。
第
一
回
芥
川
賞
受
賞
作
で
あ
る
。
こ
れ
は
ブ
ラ
ジ
ル
移

民
を
題
材
に
し
た
小
説
で
、
冒
頭
の
か
な
り
な
部
分
が
こ
の
移
民
収
容

所
で
の
出
来
事
に
割
か
れ
て
い
る
。
復
元
さ
れ
た
宿
泊
室
を
見
る
と
、

石
川
の
描
写
が
忠
実
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
彼
自
身
、
二
六
歳

の
と
き
に
移
民
船
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
航
し
、
農
園
に
滞
在
し
た
経
験
を

持
つ
。 

ま
た
、
当
時
を
偲
ぶ
建
築
物
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
か
ら
犬
山
市
の
明
治

村
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。
大
正
八
年
築
と
の
表
示
が
あ
る
の
で
、
百
年

前
の
一
九
一
九
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
な
か
な
か
凝
っ
た

木
造
の
家
屋
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
本
職
の
大
工
が
移
民
の
中
に

い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

初
期
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
は
日
本
政
府
の
人
減
ら
し
政
策
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
日
本
が
経
済
的
に
発
展
し
、
逆
に
人
手
不
足
の
状
況

に
な
る
と
、
日
系
人
の
日
本
へ
の
受
け
入
れ
が
始
ま
っ
た
。 

二
〇
〇
七
、
八
年
ご
ろ
の
ピ
ー
ク
時
に
は
、
日
本
に
お
け
る
ブ
ラ
ジ

ル
人
総
数
は
三
一
万
人
余
を
数
え
、
四
日
市
市
に
は
四
千
人
超
、
鈴
鹿

市
に
は
五
千
人
超
が
居
住
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
八
年
後
半

の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
後
、
失
職
し
た
人
た
ち
が
相
次
い
で
帰
国
し
、

そ
の
数
は
急
激
に
減
少
し
た
。
そ
の
後
ま
た
増
加
に
転
じ
、
昨
年
九
月

の
統
計
に
よ
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
総
数
は
二
〇
万
人
弱
で
あ
る
。
か
つ

て
は
中
国
系
お
よ
び
韓
国
・
朝
鮮
系
を
除
く
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
最
多

の
外
国
人
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
ベ
ト
ナ
ム
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
次

ぐ
数
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
は
二
世
、
三
世
が
中
心
で
永

住
ビ
ザ
の
取
得
も
む
ず
か
し
く
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
四
世
の
時
代
と

な
っ
て
、
政
府
は
容
易
に
ビ
ザ
を
発
給
し
な
い
傾
向
に
あ
る
。 

 

モ
ラ
イ
ス
の
原
著
を
求
め
る 

 

映
画
に
衝
撃
を
受
け
た
私
は
ア
モ
リ
ン
監
督
や
映
画
の
背
景
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
。
そ
し
て
、
映
画
が
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
モ
ラ

イ
ス
著
の
「CORAÇ

ÕE
S
 

S
U
JOS

（
コ
ラ
ソ
ン
イ
ス
・
ス
ー
ジ
ョ
ス
）
」

を
も
と
に
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
、
豊
橋
市
に
あ
る
ブ
ラ
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ジ
ル
書
籍
専
門
店
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ジ
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
在
庫
の

あ
る
こ
と
を
確
か
め
、
早
速
取
り
寄
せ
た
。 

 

表
紙
を
飾
る
の
は
、
日
章
旗
で
靴
を
拭
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
警
察
官
を

殺
し
に
ト
ゥ
パ
ン
の
警
察
署
を
襲
っ
た
「
七
人
の
英
雄
た
ち
」
の
写
真

で
あ
る
。
全
員
の
顔
に
殺
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。 

 

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
原
著
は
三
四
九
ペ
ー
ジ
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
、
関
係
者
八
八
人
と
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
と
一
〇
〇
を
超
え
る
記
録
文

書
お
よ
び
関
連
書
籍
を
も
と
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
恐
る
べ
き

執
念
が
あ
っ
て
初
め
て
で
き
る
労
作
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
初
版
以

来
、
既
に
三
版
一
一
刷
を
数
え
て
い
る
。 

 

こ
れ
を
、
私
は
二
か
月
か
か
っ
て
仕
事
の
合
間
に
読
ん
だ
。 

 

映
画
版
に
は
、
映
画
の
常
と
し
て
、
興
味
を
引
く
ス
ト
ー
リ
ー
を
も

と
に
、
観
る
人
を
飽
き
さ
せ
な
い
ア
ク
シ
ョ
ン
の
連
続
が
あ
る
。
そ
れ

を
二
時
間
前
後
の
枠
内
に
収
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
ず
と
内
容
は
分

か
り
や
す
く
な
り
、
訴
え
る
と
こ
ろ
は
単
純
化
さ
れ
る
。
内
容
が
多
岐

に
わ
た
る
あ
ま
り
主
張
が
散
漫
に
な
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
の
故

に
か
、
ア
モ
リ
ン
は
中
心
人
物
を
一
人
に
絞
り
、
そ
の
主
人
公
の
い
わ

ば
「
な
れ
の
果
て
」
ま
で
を
描
く
こ
と
で
、
日
系
移
民
社
会
の
中
で
の

主
人
公
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
疎
外
感
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い

る
。
だ
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
に
お
け
る
日
系
移
民
総
体
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
と
疎
外
感
は
、
主
人
公
が
街
を
歩
く
と
き
に
向
け
ら
れ
る
ブ

ラ
ジ
ル
人
の
目
つ
き
か
ら
し
か
う
か
が
え
な
い
。
差
別
は
表
面
化
し
て

い
な
い
。 

 

一
方
、
モ
ラ
イ
ス
の
原
作
は
と
い
う
と
、
当
時
の
日
系
移
民
の
置
か

れ
た
状
況
と
そ
れ
に
対
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
日
系
人
の
反
応
を
緻
密

か
つ
丹
念
に
描
い
て
い
る
。 

 

原
著
を
読
む 

 

原
著
を
通
読
し
、
要
点
を
拾
っ
て
み
よ
う
。
日
系
移
民
が
第
二
次
世

界
大
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
置
か
れ
て
い
た
状
況
と
、
そ
の
中
で
の

彼
ら
の
動
き
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。 

 

＊
言
動
の
制
約
と
強
制
移
住 

 

大
戦
に
伴
い
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
日
本
と
の
国
交
を
断
絶
し
、
日
本
は
敵

国
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
系
移
民
は
公
共
の
場
や
街
頭
で

の
日
本
語
使
用
を
禁
止
さ
れ
、
国
旗
の
掲
揚
、
国
歌
の
斉
唱
、
天
皇
の

肖
像
の
掲
示
、
許
可
証
の
な
い
旅
行
等
も
禁
止
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
日

本
語
の
新
聞
雑
誌
の
発
行
も
禁
止
さ
れ
た
。
情
報
源
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
の
新
聞
・
ラ
ジ
オ
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
を
理
解
で
き
る
日
系
移

民
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
夜
間
、
子
供
た
ち
向
け
に
寺
子
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屋
式
の
日
本
語
塾
が
ひ
そ
か
に
開
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
警
察
に
踏

み
込
ま
れ
て
閉
鎖
さ
れ
、
教
科
書
は
焼
か
れ
た
。 

 

ブ
ラ
ジ
ル
が
連
合
国
側
に
つ
い
た
た
め
、
大
西
洋
で
は
ド
イ
ツ
の
潜

水
艦
が
多
く
の
ブ
ラ
ジ
ル
商
船
を
撃
沈
し
て
い
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は
、

沿
岸
部
に
住
む
日
独
の
住
民
が
潜
水
艦
に
無
線
で
船
舶
の
位
置
情
報

を
流
し
て
い
る
と
疑
い
、
両
国
系
の
住
民
を
内
陸
部
に
強
制
移
住
さ
せ

た
。
こ
の
措
置
の
た
め
に
、
全
財
産
を
二
束
三
文
で
売
り
払
い
、
そ
れ

ま
で
に
築
い
た
全
て
を
失
う
人
た
ち
が
続
出
し
た
。 

＊
薄
荷

は

っ

か

工
場
と
養
蚕
農
家
の
焼
き
討
ち 

 

薄
荷
を
火
薬
に
混
ぜ
る
と
そ
の
威
力
が
数
倍
以
上
に
な
る
、
毒
ガ
ス

に
混
ぜ
れ
ば
体
へ
の
浸
透
力
が
増
し
て
ガ
ス
マ
ス
ク
が
無
効
に
な
る
、

高
速
回
転
の
エ
ン
ジ
ン
に
塗
れ
ば
冷
却
に
有
効
で
あ
る
、
等
の
薄
荷
に

関
す
る
デ
マ
が
流
れ
、
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
の
で
日

本
に
は
不
利
だ
。 

ブ
ラ
ジ
ル
産
の
絹
が
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
材
料
に
な
っ
て
お
り
、
ア
メ

リ
カ
に
輸
出
さ
れ
て
敵
の
攻
撃
能
力
を
高
め
て
い
る
。
こ
れ
も
日
本
に

は
不
利
だ
。 

こ
れ
ら
の
理
由
で
、
日
系
移
民
は
日
系
の
薄
荷
農
家
や
工
場
、
養
蚕

農
家
や
製
糸
工
場
を
焼
き
討
ち
し
破
壊
し
た
。 

＊
臣
道
連
盟 

 

終
戦
間
際
に
な
る
と
、
臣
道
連
盟
と
い
う
国
粋
主
義
団
体
が
結
成
さ

れ
、
陸
軍
大
佐
キ
カ
ワ
・
ジ
ュ
ン
ジ
（
漢
字
不
詳
）
が
中
心
と
な
っ
て
、

「
勝
ち
組
」
を
主
導
す
る
。
資
金
源
は
日
系
移
民
の
九
割
を
占
め
る
勝

ち
組
の
人
た
ち
で
あ
る
。
映
画
の
渡
辺
大
佐
は
こ
の
キ
カ
ワ
大
佐
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
人
物
像
で
あ
る
。
連
盟
は
「
特
行
隊
」
を
組
織
し
、「
負

け
組
」
の
主
立
っ
た
人
た
ち
を
「
汚
れ
た
心
」
の
持
ち
主
と
し
て
次
々

に
粛
清
す
る
。 

 

映
画
の
冒
頭
、
日
章
旗
で
靴
を
拭
い
た
警
官
を
青
年
た
ち
が
殺
し
に

行
く
場
面
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
実
話
で
あ
る
。
七
人
の
青
年
た
ち
が
釈

放
さ
れ
る
と
、
日
系
社
会
は
彼
ら
を
英
雄
と
し
て
迎
え
る
。
そ
の
う
ち

の
一
人
サ
カ
ネ･

エ
イ
イ
チ
（
漢
字
不
詳
）
は
狂
信
的
な
臣
道
連
盟
の

メ
ン
バ
ー
で
、「
特
行
隊
」
を
率
い
て
次
々
と
殺
人
を
犯
す
が
、
自
身

は
行
方
を
く
ら
ま
し
て
捕
ま
ら
な
か
っ
た
。 

＊
キ
カ
ワ
大
佐
の
狂
信
と
偽
の
詔
勅 

 

日
本
の
無
条
件
降
伏
を
知
ら
さ
れ
た
キ
カ
ワ
大
佐
は
こ
れ
を
信
じ

ず
、
終
戦
の
詔
勅
の
中
に
は
「
降
伏
」
と
「
無
条
件
」
の
文
字
は
な
い

と
突
っ
ぱ
ね
る
。
確
か
に
こ
れ
ら
の
文
言
は
、
詔
勅
の
中
に
な
い
。 

 

臣
道
連
盟
は
、
「
昭
和
二
十
年
八
月
十
七
日
」
づ
け
で
「
陸
海
軍
ニ

賜
ハ
リ
シ
勅
諭
」
を
偽
造
す
る
。「
民
族
恒
久
ノ
為
戦
争
ヲ
継
続
シ
陸
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海
軍
ハ
国
難
ニ
際
シ
戦
争
ノ
目
的
ヲ
貫
徹
セ
ヨ 

御
名
御
璽
」
と
い
う

内
容
で
あ
る
。 

＊
戦
勝
祝
賀
会 

 

日
本
は
敗
戦
を
迎
え
る
が
、
勝
ち
組
が
九
割
を
占
め
る
日
系
人
社
会

で
は
、
日
本
勝
利
の
ニ
ュ
ー
ス
を
盛
り
込
ん
だ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
が
出

回
り
、
ミ
ズ
ー
リ
号
上
の
重
光
外
相
の
調
印
の
写
真
も
日
本
に
有
利
な

よ
う
に
変
え
ら
れ
て
い
た
。
日
系
社
会
で
は
日
本
の
敗
戦
を
信
じ
る
者

は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
そ
れ
を
口
に
す
る
こ
と
も
は
ば
か
ら
れ
た
。
サ

ン
パ
ウ
ロ
市
の
日
本
人
街
周
辺
の
宿
泊
施
設
は
、
戦
勝
祝
賀
会
に
集
ま

っ
た
日
系
人
た
ち
で
一
杯
で
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
一
〇
月
六
日
の
新

聞
は
大
見
出
し
で
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
、
「
ヒ
ロ
ヒ
ト
の
軍
隊
の

偽
の
勝
利
を
祝
う
た
め
日
本
人
数
百
名
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
到
着
」
。 

＊
臣
道
連
盟
の
ア
ン
グ
ラ
放
送 

 

連
盟
は
地
下
放
送
局
を
持
ち
、
日
本
人
向
け
に
、
あ
り
え
な
い
内
容

の
情
報
を
流
し
た
。
例
を
挙
げ
る
と
、 

「
ト
ル
ー
マ
ン
米
国
大
統
領
は
職
を
捨
て
、
三
〇
人
の
官
僚
と
と
も
に

カ
ナ
ダ
に
逃
亡
し
た
」 

「
日
本
は
米
国
大
統
領
に
、
リ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
大
佐
を
任
命
し
た
」 

「
チ
ャ
ー
チ
ル
英
首
相
が
逃
亡
し
た
。
将
軍
が
イ
タ
リ
ア
ま
で
連
れ
戻

し
に
行
っ
た
」 

「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
自
殺
し
た
」 

「
九
月
一
日
に
ソ
連
の
武
装
解
除
が
開
始
さ
れ
る
」 

「
日
本
敗
戦
の
デ
マ
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
源
で
あ

る
。
リ
オ
の
住
民
は
日
本
の
勝
利
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
は

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
向
か
っ
て
逃
亡
中
で
あ
る
」 

「
マ
ニ
ラ
と
沖
縄
で
敵
艦
隊
一
五
隻
を
捕
獲
し
た
。
ウ
ラ
ル
の
前
線
で
、

ソ
ビ
エ
ト
軍
一
五
〇
万
が
投
降
し
た
。
連
合
軍
の
全
兵
力
は
一
〇
年
間

日
本
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
」 

等
々
、
荒
唐
無
稽
な
話
に
は
切
り
が
な
い
。 

＊
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
日
系
人
襲
撃 

オ
ズ
ヴ
ァ
ル
ド
・
ク
ル
ー
ズ
は
人
口
一
万
二
千
の
小
さ
な
街
で
、
住

民
の
半
分
弱
が
日
系
人
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
住
む
二
人
が
負
け
組
で
、

サ
カ
ネ
を
指
揮
官
と
す
る
特
行
隊
が
こ
の
二
人
を
襲
撃
す
る
。 

そ
れ
ま
で
の
臣
道
連
盟
の
テ
ロ
に
業
を
煮
や
し
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル

人
住
民
が
、
こ
れ
を
機
に
怒
り
を
爆
発
さ
せ
、
「
リ
ン
チ
だ
、
リ
ン
チ

だ
！
」
と
叫
び
な
が
ら
、
老
若
男
女
の
見
さ
か
い
な
く
街
中
の
日
系
人

を
襲
撃
し
、
袋
叩
き
に
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
た
ち
に

は
自
制
心
が
あ
り
、
一
人
の
死
者
も
出
さ
な
か
っ
た
。
日
ご
ろ
の
欝
憤

を
晴
ら
す
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

な
お
、
同
様
の
騒
ぎ
は
ト
ゥ
パ
ン
で
も
起
こ
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
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ブ
ラ
ジ
ル
人
住
民
が
政
府
に
対
し
、
日
本
人
を
強
制
収
容
所
に
入
れ
る

よ
う
に
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。 

＊
憲
法
に
、
日
本
人
移
民
を
認
め
な
い
と
い
う
条
項
を
入
れ
る
か
否
か
、

で
議
論 

 

ブ
ラ
ジ
ル
に
同
化
し
な
い
で
テ
ロ
行
為
を
繰
り
返
す
日
本
人
の
移

民
禁
止
を
憲
法
に
盛
り
込
む
か
否
か
に
つ
い
て
、
一
九
四
六
年
八
月
に

憲
法
制
定
会
議
が
開
か
れ
、
賛
否
同
数
と
な
っ
た
が
、
議
長
の
反
対
で

否
決
さ
れ
た
。 

 

多
数
の
議
員
が
日
本
人
は
異
質
で
有
害
だ
と
認
め
た
も
の
の
、
憲
法

に
そ
の
よ
う
な
条
項
を
入
れ
る
こ
と
は
不
適
切
と
い
う
の
が
、
否
決
の

理
由
で
あ
っ
た
。 

＊
臣
道
連
盟
の
知
事
選
へ
の
影
響
力 

 

一
九
四
六
年
当
時
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
に
は
一
八
歳
の
日
系
人
子
弟
が

一
万
五
千
人
い
た
と
い
う
か
ら
、
選
挙
に
あ
た
っ
て
は
侮
れ
な
い
勢
力

で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

知
事
候
補
ア
デ
マ
ー
ル
は
三
八
一
人
の
臣
道
連
盟
員
の
収
容
さ
れ

て
い
る
ア
ン
シ
エ
ー
タ
島
の
刑
務
所
を
訪
れ
、
早
期
釈
放
を
約
束
す
る

な
ど
の
選
挙
運
動
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
は
連
盟
の
勢
力
が
な
お
強
大

で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
ろ
う
。
ア
デ
マ
ー
ル
は
、

そ
の
後
知
事
に
当
選
し
た
。 

＊
サ
カ
ネ
・
エ
イ
イ
チ
の
そ
の
後 

 

特
行
隊
サ
カ
ネ
・
エ
イ
イ
チ
は
警
察
の
手
を
逃
れ
て
「
浪
人
」
と
な

り
、
六
〇
年
代
中
ご
ろ
に
コ
ガ
・
マ
サ
オ
と
名
を
変
え
て
写
真
機
器
商

を
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

  

モ
ラ
イ
ス
の
原
著
か
ら
、
筆
者
の
興
味
を
引
い
た
部
分
だ
け
若
干
書

き
出
し
て
み
た
が
、
ご
覧
の
よ
う
に
ス
ト
ー
リ
ー
性
は
な
い
。
実
際
の

彼
の
筆
致
に
は
、
登
場
人
物
を
直
接
見
つ
め
な
が
ら
描
写
し
て
い
る
よ

う
な
臨
場
感
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
下
調
べ
が
綿
密
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。 

 

本
書
の
巻
末
に
著
者
の
履
歴
が
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
著
作
が

列
挙
し
て
あ
る
。
そ
の
中
に
「Olga

」
と
い
う
作
品
を
見
つ
け
た
。
一

〇
年
余
り
前
、
私
は
こ
れ
と
同
名
の
ブ
ラ
ジ
ル
映
画
を
四
日
市
市
の
泊

山
崎
町
に
あ
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
経
営
の
貸
Ｄ
Ｖ
Ｄ
店
で
借
り
て
観
た

覚
え
が
あ
る
。
ナ
チ
に
迫
害
さ
れ
た
女
性
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
逃
げ
、
結
局

官
憲
に
殺
さ
れ
る
内
容
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
時
間
が
あ
れ
ば
、

こ
の
本
も
取
り
寄
せ
て
読
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
映
画
好
き
は

読
書
好
き
な
の
で
あ
る
。 

 
 


